
防火水槽専用コーティング材

下塗りは湿潤面でも施工可能
下塗りの２３７０は、下地が乾燥している場合はもちろん、表面
の水分を拭き取った状態であれば、湿潤状態であっても塗布す

ることができます。これにより、施工体表面を乾燥する手間を省
けるので、施工性が向上します。

低温時でも翌日に硬化
低温時（5℃以上）においても翌日には硬化するので、短い塗装

間隔で次工程に移ることができます。

防水性の高い上塗り塗膜
上塗りの２３９０の塗膜は、下塗り及び素地調整材との付着性が
良いほか、防水性が高く、耐薬品性にも優れています。

コンクリート製防火水槽専用のコーティング材です。
コンクリート内部に浸透する下塗材と、素地調整材、防水性・耐薬品性の
高い上塗材の組み合わせにより、コンクリート構造物を保護します。
下塗材の２３７０と素地調整材の２３８０、上塗材の２３９０から構成されます。

ラスタッフ ２３７０・２３８０・２３９０

特 長

施工手順

製品性状

硬化材主材項目

淡褐色透明液状無色透明液状色

変性ポリアミドアミンエポキシ樹脂主成分

30 mPa・s100 mPa・s粘度

1.1（硬化物）比重

2：1混合比

200 g/㎡/回標準使用量

8時間（20℃）可使時間

60分（20℃）指触硬化時間

１．素地調整
施工体の脆弱部、レイタンス、ごみ、汚れ、油分を除去

表面に浮き出ている水分はウエス等で拭き取る

２．２３７０（下塗材）塗布
刷毛もしくはローラーで塗布

３．２３８０（素地調整材）塗布
ヘラもしくはコテを使用して塗布

※表面に凹凸がある場合に塗布

用 途

コンクリート製防火水槽の保護

株式会社アクセス
〒935-0056 富山県氷見市上田10-22-102 TEL：0766-73-7880 FAX：0766-73-7881

https://access-orbit.co.jp

※この製品の詳細は、技術資料・ＳＤＳをご覧ください。お問い合わせは下記までお願いいたします。
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荷 姿

２３７０ 9kgセット（主材6kg、硬化材3kg）
２３８０ 9kgセット（主材6kg、硬化材3kg）
２３９０ 20kgセット（主材16kg、硬化材4kg）

●ラスタッフ２３７０（下塗材）

硬化材主材項目

黒色パテ状白色パテ状色

変性脂肪族ポリアミンエポキシ樹脂主成分

1.75（混合物）比重

2：1混合比

900 g/㎡/回標準使用量

40分（20℃）可使時間

5時間（20℃）半硬化時間

●ラスタッフ２３８０（素地調整材）

４．２３９０（上塗材）塗布
刷毛もしくはローラーで塗布

２回塗りで、合計膜厚200µmとすること

硬化材主材項目

淡黄色液状淡青色又は灰色液状色

変性脂肪族ポリアミンエポキシ樹脂主成分

2,000 mPa・s22,000 mPa・s粘度

1.35（混合物）比重

4：1混合比

200 g/㎡/回標準使用量

100μm/回（2回塗りで200μm）標準膜厚

30分（20℃）可使時間

6～7時間（20℃）半硬化時間

●ラスタッフ２３９０（上塗材）


